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あふ食堂の紹介

所在地：東京都千代田区霞が関1-2-1 農林水産省本館B1F

「あふ」は、Agriculture(農業), Forestry(林業), Fisheries(漁業) 
and Food(食品) の頭文字からとりました。

古語では、会ふ（出会う）、和ふ（混ぜ合わせる）、餐ふ（食事のも
てなしをする）という意味を持ちます。

国産食材、有機農産物等環境に配慮した食材、被災地産食材を
積極的に使用したメニューを開発しています。

メニューは、ボリュームも満点！福島県産のお米、国産原料の味
噌、沼津などから直送したお魚を使用し、産地の魅力を発信。
ゆっくりお食事を楽しめます。



インタビュー形式でお話します！



・見える化商品を取り扱ったきっかけ
・「見える化」の取組内容
・仕入れにあたって難しかったこと
・取り扱ってみたい品目
・今後の展望
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取扱の様子

農林水産省内イベント
こども霞が関デー



取扱の様子
サステナウィーク2025
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どうやって仕入れているか？

＼生産者の皆様へのお願い／

・価格、収量

・仕入れは「大田市場」！？
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今度の展望

福島県産の「みえるらべる」米を取り入れたい

今後も

「みえるらべる」農産物を積極的に扱っていきます
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